
ブラックホールをめぐる3つの話題
プラネタリウムで「ブラックホール」が始まったことに関連して、ブラックホール

をめぐる最近の話題を3つご紹介しましょう。

巨大ブラックホールに飲み込まれる星
ハッブル宇宙望遠鏡ＨＳＴとハワイ島に設置されたパノラマ望遠鏡＋高速感

応システムPan-STARRS が、27億光年かなたにある銀河で、巨大ブラックホー
ルに飲み込まれつつある星を発見しました。
この星はブラックホールの周りを何回か回っているうちに、水素ガスからでき

た外層をはぎ取られ、
ヘリウムが多い芯だけ
になってしまったようで
す。はぎ取られたガス
の一部は、秒速9000㎞
という猛スピードで飛
び出しています(図はシ
ミュレーション：左上の
渦の真ん中にブラック
ホールがある。右下へ
のびる線は、高速で飛
び出すガスの流れ[�NASA, S. Gezari (The Johns Hopkins University),
and J. Guillochon (University of California, Santa Cruz)])。
★http : //hubblesite.org/newscenter/archive/releases/2012/18/full/

2013年、人類はそれを目撃する！
実は私たちの天の川銀河（銀河系）の中心でも、似たようなことが起きている

らしいのです。
ヨーロッパ南天文台ESOの超大型望遠鏡VLTが、天の川銀河中心にある巨大

ブラックホール（太陽約400万個分の質量）に向かって、時速800万㎞で接近す
る地球3個分の質量をもつ水素ガスのかたまりを発見しました。このままいくと、
2013年中ごろにブラックホールに最接近するだろう、とのことです。
最接近時の距離は、たったの400億㎞ですから、太陽と海王星の距離の高々

10倍程度です。このガス塊は巨大ブラックホールへの接近に伴って、だんだんと
引き裂かれています。最終的には飲み込まれてしまうと予測されています。
次ページの図は、巨大ブラックホールに近づくガスのかたまりのシミュレーショ
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ンです。銀河中心では
星も密集していて、巨
大ブラックホールの周
りをぐるぐる回っていま
す（青白い線）。そこに
オレンジ色のガスのか
たまりが、引き伸ばされ
ながら近づいています
([�ESO/MPE/Marc
Schartmann])。
ブラックホールに近づきすぎるとどうなるか、シミュレーションでしか見たこと

のないような光景を、人類は初めて目撃することになります。今から楽しみですね！
★http : //www.eso.org/public/news/eso1151/

古いブラックホールの突然の増光
このように、ブラックホールに星や星雲が近づくと、渦を巻きながら落ちていき

ます。実は、この渦が明るく光るので、ブラックホールがそこにある、と分かるのです。
逆に言えば、エサが無い

時のブラックホール（つまり、
星や星雲を吸い込んでいな
い時のブラックホール）は、
おとなしくしているため、存
在が分かりません（暗くて見
えません）。
Ｘ線観測衛星チャンドラ

が、うみへび座にあるＭ83
銀河で、突然明るくなる点を
発見しました（図右側の下の
明るい点[�ESO/VLT ; NASA/CXC/Curtin University/R. Soria et al.,
NASA/STScI/Middlebury College/F. Winkler et al.]）。
ここ10年間で明るさが3000倍にもなったのですが、このような現象はこれま

で観測されたことがありません。研究者たちは、古くておとなしかったブラック
ホールに突然エサとなるガスがが降ってきて、明るくなったのだろうと考えてい
ます。
★http : //www.nasa.gov/mission_pages/chandra/news/H-12-139.html
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